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地域幸福度（Well-Being）指標

OASIS研修・1 Day研修・キャラバン等
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第4回検討会（昨年12月13日付）での提言事項（前回資料から抜粋）

1.自治体におけるウェルビーイングに基づく政策デザイン能力の継続的な獲得

◼ OASIS修了者の講師化によるノウハウ展開の加速
⇒ 地域情報化アドバイザー、オープンデータ伝道師のような支援制度化

◼ 自治体固有のアンケート項目・KPIや政策デザイン手法の開発促進
⇒ 指標・手法の「セカンドレイヤー」充実による自治体横断的な「共助」促進

2. 民間企業・スタートアップによるウェルビーイング指標活用の促進

◼ 民間企業向けOASIS研修の導入を通じた産官連携の加速

◼ 地域幸福度指標への民間拠出データの増加（現状、2社のみ）
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地域幸福度（Well-Being）指標活用・展開は、3軸での推進がキー

①ローカル指導者の育成
（OASIS研修等）

③ローカル固有のアンケート・KPI設定
（セカンドレイヤー構築）

②ローカルな産官学民
エコシステムの拡大

（１Day・キャラバン・WS等）

質的
成長

量的
成長
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OASIS研修修了者（2023年3／25現在100人、年内に200名超へ）

◼ 会津若松市（修了）
◼ 浜松市*（修了）
◼ 渋谷区（修了）
◼ 鎌倉市（修了）
◼ 千葉市（修了）
◼ 東広島市*（修了）
◼ 加古川市*（修了）

◼ 東京海上日動火災（修了）
◼ TIS（修了）
◼ 富士通（修了）
◼ インテージ（修了）
◼ 地域創生Coデザイン研究所（予定）
◼ ライフル（予定） 等

【自治体】

【民間企業】

◼ 山口県（修了）
◼ 前橋市*（進行中）
◼ 小田原市（進行中）
◼ 三島市（進行中）
◼ 下関市（進行中）
◼ 尾道市（予定）

（＊2回転目の研修を実施予定）

（実績） （見込み）
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【東広島市】 転居してきた専業主婦のウェルビーイング向上政策の提案
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【鎌倉市】 育児休業中の母のウェルビーイング向上政策の提案
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地域幸福度（Well-Being）指標活用「１Dayセミナー」実施概要

◼ 実施概要

⚫ 目 的：地域幸福度（Well-Being）指標の活用を検討している地方公共団体や関連団体に地域幸福度（Well-Being）
指標の講義とワークショップを提供し、指標に触れていただくことで活用を促進する。

⚫ 対象者：自治体職員、開催自治体の関係者等（第2回は横浜市立大学との共催）

⚫ 内 容：第1部 Well-Beingの考え方及び地域幸福度（Well-Being）指標についての講義

第2部 地域幸福度（Well-Being）指標を活用した政策形成ワークショップ

開催日時 開催場所 参加者等 参加人数

第1回
2023年10月22日（日）

9:30～16:30
静岡県浜松市

SOU

デジ田採択団体 4団体
デジ田採択団体外 13団体
民間 ６団体

第1部：37人
第2部：28人

第2回
2023年12月10日（日）

9:30～16:30
神奈川県横浜市

NANA Lv.

デジ田採択団体 ２団体
デジ田採択団体外 ８団体
民間 ３団体
※横浜市立大学との共催

第1部：54人
第2部：32人

第3回
2024年１月28日（日）

10:00～17:00
福島県会津若松市
スマートシティAiCT

デジ田採択団体 ２団体
デジ田採択団体外 ８団体
民間 ７団体

第1部：27人
第2部：27人

第4回
2024年２月4日（日）

10:30～17:30
兵庫県神戸市
起業プラザひょうご

デジ田採択団体 ３団体
デジ田採択団体外 15団体
民間 ３団体

第1部：30人
第2部：28人

※「デジ田採択団体」＝デジ田Type2/3採択団体

◼開催実績（令和５年度）

【参加者アンケート結果（第1回～第4回）】
➢ 参加者の97%が役に立ったと回答
➢ 参加自治体のうち53％が指標を活用中・活用予定と回答。開始時期は、

令和５年度が29%、令和６年度が21%、令和７年度以降が3%。検
討中を含めると89％が地域幸福度指標に関心を寄せている。

➢ 民間事業者の指標への関心度合いは、「自治体と連携した活用」がトップ、
次いで「社内での活用」 、「複数事業者間での活用」の順。
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地域幸福度（Well-Being）指標活用「キャラバン・セミナー」実施概要

◼ 実施概要

⚫ 目 的：地域幸福度（Well-Being）指標の活用を検討している地域の産官学民のステークホルダーに地域幸福度（Well-
Being）指標の講義とワークショップを提供し、指標に触れていただくことで活用を促進する。

⚫ 対象者：自治体職員、民間企業、NPO、大学、一般市民等の地域ステークホルダー

⚫ 内 容：第1部 Well-Beingの考え方及び地域幸福度（Well-Being）指標についての講義

第2部 地域幸福度（Well-Being）指標を活用した政策形成・事業創造ワークショップ

開催日時 開催場所 参加者等 参加人数

第1回
2023年12月6日（水）

13:30～17:00

神奈川県小田原市
市民交流センター

UMECO

小田原市役所
小田原市観光協会
小田原箱根商工会議所
お堀端商店街振興組合
湘南ベルマーレフットサルクラブ
民間企業

約40名

第2回
2024年2月18日（日）

9:00～16:00

群馬県前橋市
共愛学園前橋
国際大学

前橋市役所
前橋市地域包括支援センター
表町自治会生涯学習会
社会福法人
民間企業

約20名

第3回
2024年2月21日（水）

13:00~18:30

大分県別府市
立命館大学APU
グリーンコモンズ

立命館大学APU
立命館大学
早稲田大学
民間企業

約10名

第4回
2024年3月3日（日）

10:00～17:00
広島県東広島市
広島大学ミライクリエ

東広島市役所
東広島市青年会議所
広島大学Town ＆ Gown
Office

約25名

◼開催実績（令和５年度）
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ワークショップ・講演会等を通じた地域幸福度（Well-Being）指標の展開例

①アジア・スマートシティ会議
日時： 2023年11月15日
場所： パシフィコ横浜
内容： 講演・パネルディスカッション

②行政デジタル改革共創会議
日時： 2024年1月5日
場所： 羽田イノベーションシティ
内容： 行政職員向け講義・ワークショップ

③一般社団法人日本ガス協会 地域活性化フォーラム
日時： 2024年2月2日
場所： 第一ホテル東京
内容： 日本ガス協会会員向け講演会

④産総研 包摂的なまちづくり・ひとづくりシンポジウム
日時： 2024年3月14日
場所： 日本科学未来館
内容： 戦略的イノベーション創出プログラム（SIP）第3期の活動の

一環としての講演・パネルディスカッション
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【前橋市】 ローカル固有のアンケート項目の事例 ⇒ 時間貧困（特に女性）
その他にも若年層のウェルビーイング（横浜市）、循環社会（鎌倉市）等も



11

【浜松市】 「基本計画」 アウトプットとしての成果が出始めている・・・

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/157507/siryou_kentouiinkai01.pdf

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/157507/siryou_kentouiinkai01.pdf
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【会津若松市】 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」 アウトプットとしての成果が
出始めている・・・

https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2024013000015/file_contents/3sogosenryakuan.pdf

https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2024013000015/file_contents/3sogosenryakuan.pdf
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OASIS研修プログラムの展開予定 ⇒ ①マスターレベル、②民間企業向け、
③市民向けプログラムを開発中、順次展開予定

◼（現状： OASIS Government Practitioner）

◼（新規： OASIS Government Master）上級者向け

◼（新規： OASIS Business） 企業の事業創造担当者向け

⇒ 鎌倉市（湘南ビジネス圏）をフィールドにPoC済

◼（新規： OASIS Civic） 一般市民・NPO向け
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◼本資料は、信頼できると思われる各種公開情報・オープンデータ等に基づいて作成されていますが、当法人はその正確性、完全性を保証
するものではありません。

◼本資料に基づくご利用者様の決定、行為、及びその結果について、当法人は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、ご利用者
様ご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。

◼本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、必ず、出所：一般社団法人
スマートシティ・インスティテュートと明記してください。

本資料のご活用に向けて


	スライド 1: 地域幸福度（Well-Being）指標 OASIS研修・1 Day研修・キャラバン等
	スライド 2: 第4回検討会（昨年12月13日付）での提言事項（前回資料から抜粋）
	スライド 3: 地域幸福度（Well-Being）指標活用・展開は、3軸での推進がキー
	スライド 4: OASIS研修修了者（2023年3／25現在100人、年内に200名超へ）
	スライド 5: 【東広島市】　転居してきた専業主婦のウェルビーイング向上政策の提案
	スライド 6: 【鎌倉市】　育児休業中の母のウェルビーイング向上政策の提案　
	スライド 7: 地域幸福度（Well-Being）指標活用「１Dayセミナー」実施概要
	スライド 8: 地域幸福度（Well-Being）指標活用「キャラバン・セミナー」実施概要
	スライド 9: ワークショップ・講演会等を通じた地域幸福度（Well-Being）指標の展開例
	スライド 10: 【前橋市】　ローカル固有のアンケート項目の事例　⇒　時間貧困（特に女性） その他にも若年層のウェルビーイング（横浜市）、循環社会（鎌倉市）等も　
	スライド 11: 【浜松市】 「基本計画」　アウトプットとしての成果が出始めている・・・ 　
	スライド 12: 【会津若松市】 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」　アウトプットとしての成果が出始めている・・・
	スライド 13: OASIS研修プログラムの展開予定　⇒　①マスターレベル、②民間企業向け、③市民向けプログラムを開発中、順次展開予定
	スライド 14: 本資料のご活用に向けて

